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「
ま
さ
か
」
は
必
ず
や
っ
て
く
る

緑
の
星
、
地
球
に
暮
ら
す
人
類
は
、
そ

の
豊
か
な
自
然
の
恩
恵
に
預
か
る
一
方
で
、

幾
多
の
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
。

現
在
の
よ
う
な
各
種
イ
ン
フ
ラ
が
整
備

さ
れ
る
前
は
、
中
小
規
模
の
自
然
災
害
が

各
所
で
発
生
し
、
人
々
は
人
生
の
う
ち
に

何
度
か
被
災
す
る
の
が
当
た
り
前
と
い
う

自
然
災
害
と
隣
り
合
わ
せ
の
生
活
で
あ
っ

た
。
先
人
た
ち
は
、
実
際
に
大
規
模
な
自

然
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
と
、「
子
孫
に
は
同

じ
被
害
に
遭
っ
て
ほ
し
く
な
い
」
と
い
う

生
命
体
と
し
て
の
本
能
と
も
い
う
べ
き
気

持
ち
か
ら
、
鎮
魂
・
慰
霊
の
役
割
と
と
も

に
、
自
然
災
害
の
記
録
を
身
近
な
石
碑
や

民
俗
的
習
慣
と
し
て
残
し
て
き
た
。
人
々

は
そ
れ
ら
を
教
訓
と
し
て
伝
承
す
る
と
と

も
に
、
自
身
の
被
災
経
験
も
踏
ま
え
て
、

自
然
災
害
に
対
し
て
物
心
両
面
で
備
え
て

き
た
。

こ
の
自
然
災
害
か
ら
市
民
を
守
り
、
生

活
を
豊
か
に
す
る
こ
と
は
、
土
木
の
重
要

な
役
割
で
あ
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
、

死
者
・
行
方
不
明
者
数
が
1
0
0
0
人
を

超
え
る
被
害
が
毎
年
の
よ
う
に
生
じ
る
と

い
う
戦
後
の
荒
廃
し
た
状
況
は
土
木
技
術

の
発
展
と
各
種
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
よ
り

改
善
さ
れ
、
特
に
中
小
規
模
の
自
然
災
害

に
対
す
る
被
害
は
、
規
模
・
頻
度
共
に
大

き
く
減
少
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
と
い
っ
た

巨
大
地
震
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生

災害遺構に学ぶ
Learning from Disaster Remains
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ABSTRACT
Our ancestors scripted records of natural dis-
asters on stone monuments. Today, we discuss 
whether or not to keep items that remind us of 
the painful experiences of large-scale natural 
disasters and agree to maintain them as vari-
ous remains. Disaster remains have a role not 
only as a place of remembrance for the de-
ceased but also to teach us lessons that can 
protect lives in the future. Disaster remains of 
schools provide a valuable learning opportuni-
ty for children. Civil engineers can enhance 
their disaster response capabilities by visiting 
the disaster remains to retrace the catastrophe. 
This special feature focuses on learning from 
these disaster remains. Hideo Tokuyama, who 
led the MLIT’s recovery operations after the 
Great East Japan Earthquake, and Fumihiko 
Imamura, a researcher working with citizens 
on tsunami disaster prevention, discuss the im-
portance of using disaster remains to teach the 
lessons of the disaster. Then, opinions and ap-
proaches from various perspectives are dis-
played as hints for how we should learn from 
the disaster remains. The editorial team hopes 
these articles will lead to the growth of our 
readers, who are to save as many lives as pos-
sible and contribute to the recovery and recon-
struction after future disasters.
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し
、
気
象
災
害
も
激
甚
化
の
傾
向
に
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
ハ
ー
ド
的
な
対
策
だ
け
で
こ
れ

ら
の
偶
発
的
で
大
規
模
な
自
然
災
害
の
被

害
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

高
頻
度
に
被
害
を
受
け
る
可
能
性
は
大

き
く
減
っ
た
現
在
、
人
生
で
大
き
な
自
然

災
害
を
ま
だ
一
度
も
経
験
し
て
い
な
い
人

が
増
え
た
。
土
木
技
術
者
自
身
も
、
中
小

規
模
の
自
然
災
害
の
対
応
を
経
験
す
る
機

会
は
減
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
あ

る
日
突
然
に
大
規
模
な
自
然
災
害
に
襲
わ

れ
る
可
能
性
は
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
。
多

く
の
市
民
に
と
っ
て
人
生
で
初
め
て
経
験

す
る
自
然
災
害
は
歴
史
に
残
る
大
災
害
と

な
り
、
中
堅
・
若
手
の
土
木
技
術
者
は
災

害
対
応
の
経
験
も
不
十
分
な
ま
ま
突
然
に

修
羅
場
の
よ
う
な
最
前
線
に
放
り
込
ま
れ

る
こ
と
と
な
る
。
わ
れ
わ
れ
は
い
つ
か
必

ず
や
っ
て
く
る
「
ま
さ
か
」
の
時
に
備
え

て
、
意
識
を
高
め
、
力
を
蓄
え
て
お
か
ね

ば
な
ら
な
い
。

災
害
遺
構
の
役
割

こ
の
よ
う
な
大
規
模
自
然
災
害
に
対
す

る
意
識
を
高
め
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果

た
す
の
が
、
古
く
か
ら
あ
る
石
碑
な
ど
の

伝
承
碑
も
含
め
た
災
害
遺
構
で
あ
る
。
近

年
の
大
規
模
自
然
災
害
で
は
、
過
酷
な
経

験
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
事
物
を
残
す
か
ど

う
か
、
残
す
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
に
残
す

か
、
多
く
の
議
論
を
経
て
さ
ま
ざ
ま
な
災

害
遺
構
が
整
備
さ
れ
て
い
る（
写
真
1
）。

災
害
遺
構
に
は
、
鎮
魂
・
慰
霊
の
場
と

し
て
の
役
割
と
と
も
に
、
市
民
に
教
訓
を

伝
承
し
て
い
く
と
い
う
役
割
が
あ
る
。
特

に
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

学
校
を
生
か
し
た
災
害
遺
構
は
貴
重
な
学

び
の
機
会
と
な
る（
写
真
2
）。
ま
た
、
土
木

技
術
者
が
被
災
状
況
を
追
体
験
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
各
自
の
災
害
対
応
能
力
を
高
め

る
場
と
し
て
も
、
災
害
遺
構
は
大
き
な
役

割
を
果
た
す
。

こ
の
よ
う
に
災
害
遺
構
の
役
割
は
、
普

遍
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
活
用
し

て
い
く
た
め
に
は
、
そ
の
時
代
に
応
じ
た

工
夫
と
努
力
が
欠
か
せ
な
い
。
本
特
集
で

は
、
こ
の
よ
う
な
災
害
遺
構
を
活
用
し
た

学
び
に
着
目
す
る
。

本
特
集
の
構
成

本
特
集
の
冒
頭
は
、
東
日
本
大
震
災
当

時
に
東
北
地
方
整
備
局
長
と
し
て
最
前
線

に
立
っ
た
徳
山
日
出
男
氏
と
、
津
波
防
災

に
関
す
る
学
術
研
究
お
よ
び
市
民
協
働
の

取
り
組
み
の
第
一
人
者
で
あ
る
今
村
文
彦

氏
に
よ
る
、
災
害
遺
構
を
用
い
た
伝
承
の

必
要
性
に
つ
い
て
の
記
事
で
あ
る
。

災
害
遺
構
を
実
際
に
活
用
し
た
学
び
の

場
を
提
供
す
る
側
の
視
点
と
し
て
、
3
・

11
伝
承
ロ
ー
ド
お
よ
び
阪
神
高
速
道
路
震

災
資
料
保
管
庫
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹

介
す
る
。
そ
の
他
、
石
碑
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

な
ど
の
自
然
災
害
伝
承
碑
を
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
す
る
取
り
組
み
や
水
防
演
習
に
関
す

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
紹
介
す
る
。

実
際
に
災
害
遺
構
で
の
土
木
技
術
者
に

と
っ
て
の
学
び
の
経
験
と
し
て
、
編
集
委

員
あ
る
い
は
若
手
・
学
生
会
員
に
よ
る
災

害
遺
構
の
取
材
も
行
っ
た
。
そ
の
際
、
本

誌
表
紙
写
真
の
撮
影
を
担
当
し
て
い
る
写

真
家
の
山
崎
エ
リ
ナ
氏
に
も
同
行
い
た
だ

き
、
写
真
家
か
ら
見
た
被
写
体
と
し
て
の

災
害
遺
構
の
持
つ
力
に
つ
い
て
紹
介
す

る
。
災
害
遺
構
の
視
察
も
含
め
た
イ
ン
フ

ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
実
際
に
企
画
催
行
し
た

旅
行
会
社
の
意
見
も
紹
介
す
る
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
か
ら
教
訓
を

伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
方
々
の
取
り
組
み

と
し
て
、
石
巻
市
震
災
遺
構
大
川
小
学
校

で
語
り
部
活
動
を
行
っ
て
い
る
大
川
伝
承

の
会
共
同
代
表
の
佐
藤
敏
郎
氏
と
、
南
三

陸
町
で
地
元
建
設
会
社
社
長
と
し
て
災
害

対
応
に
当
た
っ
た
高
野
剛
氏
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
。

人
文
科
学
系
の
研
究
者
お
よ
び
報
道
関

係
者
の
意
見
も
紹
介
す
る
。
土
木
分
野
以

外
か
ら
の
災
害
遺
構
に
対
す
る
意
識
や
考

え
方
を
知
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
土
木
技

術
者
に
と
っ
て
、新
た
な
気
付
き
に
つ
な
が

る
貴
重
な
情
報
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

編
集
後
記
で
は
、「
土
木
技
術
者
と
し
て

の
災
害
遺
構
か
ら
の
学
び
」
に
つ
い
て
、

本
特
集
の
担
当
委
員
で
議
論
し
た
内
容
を

座
談
会
形
式
で
紹
介
す
る
。

本
特
集
が
、
読
者
で
あ
る
土
木
技
術
者

の
成
長
に
つ
な
が
り
、
い
つ
か
来
て
し
ま

う
そ
の
日
に
、
一
人
で
も
多
く
の
市
民
の

命
を
救
い
、
そ
の
後
の
復
興
に
貢
献
す
る

こ
と
を
祈
念
す
る
次
第
で
あ
る
。
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写真2　石巻市震災遺構大川小学校を訪れる子どもたち




